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3.2.2.2 中心市街地における効果的な災害対応能力向上のための教育・訓練システムの開発 

 

(1) 業務の内容 

(a) 業務の目的 

本業務は、大都市の中心市街地を対象とした防災リテラシー向上による災害対応能

力向上手法を開発し、具体例として世界最大規模の中心業務地区である新宿駅周辺地

域に適用し、その有効性を検証することを目的とする。すなわち、対象地域の特徴と

ハザード・リスク評価を踏まえてエリア防災計画を策定し、その一環としての災害対

応従事者および一般市民を対象とした防災リテラシー向上のための実践的なトレーニ

ングプログラムを開発する。特に新宿駅周辺地域の特徴である巨大ターミナル駅と超

高層建築物等を擁する中心業務地区に特有な都市災害の特徴を踏まえ、５年間で５つ

の主要テーマ（①医療救護、②情報共有、③安全確認、④退避行動、⑤広域連携）を

選定し、PDCA サイクルの考え方に基づき、地元自治体、事業者、医療機関等が連携し

て行われるセミナー・講習会・地域防災訓練・検証会等を毎年実施して、開発手法の

検証・改善とノウハウの蓄積を行う。最終的には建築・都市工学的な知見だけでなく、

政策、経済、法制度等の人文・社会科学的な知見を加えて手法を体系化し、世界共通

のテーマである大都市中心市街地における効率的な災害対応能力向上の手法としての

標準モデルを提案する。 

 

(b) 平成２５年度業務目的 

1) 今年度の成果の目標 

平成 24 年度の成果（セミナー・講習会・防災訓練・検証会のコンテンツや災害時の

傷病者や建物被害のチェックシート、訓練法など）をアンケート調査などで検証し、

大都市の中心市街地を対象とした災害対応能力向上手法として、新宿駅周辺地域を対

象としたエリア防災計画の策定と、防災対応能力向上のための手法として、災害対応

従事者と一般市民を対象とした一連のセミナー・講習会を開催し、防災訓練を実施す

る。平成 25 年度は対応能力向上手法を一般化するため、ICS（Incident Command System）

に準拠した災害対応の検討、ShakeOut への参加も実施する予定である。 

2) エリア防災計画の試作 

大都市の中心市街地を対象とした災害対応能力向上手法として、主として新宿駅西

口地域を対象として、平常時の防災・減災活動に加えて、非常時における連絡網の整

備や対応体制などを考慮したエリア防災計画を試作する。 

3) 災害対応従事者を対象とした防災リテラシー向上手法の基礎的検討および検証実験 

新宿駅西口地域を対象とした中心市街地における防災リーダーである地元事業者等

の災害対応従事者を育成するためのトレーニングプログラムの開発のため、下記の２

項目を実施する。 

① 平成 24 年度の成果（セミナー・講習会・防災訓練のコンテンツや各種チェックシ

ート、訓練法など）の分析等に基づき、高層建物を対象とした建物の効果的な使用

継続性、消防・防災計画と ICS に準拠した災害対応、医療従事者と連携した地域災

害医療、などを主な内容とする災害対応従事者向けのセミナー・講習会を企画・開
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催する。 

② 上記①の成果を踏まえ、新宿駅周辺防災対策協議会が実施する防災訓練等において

検証実験を行い、訓練参加者を対象とする調査結果の分析等により効果を検証し、

課題を抽出する。 

4) 一般市民を対象とした防災リテラシー向上手法の基礎的検討および検証実験 

新宿駅西口地域を対象とした中心業務地区における事業者の従業員など一般市民を

主な対象とした災害対応能力を向上させるための効果的なトレーニングプログラムの

開発のため、下記の２項目を実施する。 

① 平成 24 年度の成果（セミナー・講習会・防災訓練のコンテンツや各種チェックシ

ート、訓練法など）の分析等に基づき、Shake Out などを活用した防災リテラシー

向上と地域防災活動参加への啓蒙を目的としたセミナー・講習会を企画・開催する。 

② 新宿駅周辺防災対策協議会が実施する防災訓練等において検証実験を行い、訓練参

加者を対象とする調査結果の分析等により効果を検証し、課題を抽出する。 

 

(c) 担当者 

所属機関 役職 氏名 メールアドレス 

工学院大学 建築学部 

工学院大学 建築学部 

鱒沢工学研究所 

損保ジャパン日本興亜リスクマネ

ジメント株式会社 

教授 

准教授 

代表 

主任コンサル

タント 

久田 嘉章

村上 正浩

鱒沢 曜 

新藤 淳 

 

 

 

(2) 平成２５年度の成果 

(a) 業務の要約 

1) 平成 25 年度の成果概要 

・新宿駅周辺地域を対象としたエリア防災計画の策定と、災害対応従事者と一般市民を

対象とした一連のセミナー・講習会を開催し、防災訓練を実施した。 

2) エリア防災計画の試作 

・主として新宿駅西口地域を対象として、平常時の防災・減災活動に加えて、非常時に

おける連絡網の整備や対応体制などを考慮したエリア防災計画の試作を行った。 

3) 災害対応従事者を対象とした防災リテラシー向上手法の基礎的検討および検証実験 

・新宿駅西口地域において災害対応従事者向けのセミナー・講習会および防災訓練等に

おける検証実験を行った。 

4) 一般市民を対象とした防災リテラシー向上手法の基礎的検討および検証実験 

・新宿駅西口地域において一般市民向けのセミナー・講習会および防災訓練等における

検証実験を行った。 

 

(b) 業務の成果 

1) 平成 25 年度の成果概要 

平成 25 年度は、新宿駅西口地域を対象に、エリア防災計画を試作した。また、平成
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24 年度に実施したアンケート調査結果等を踏まえ、災害対応能力向上のための教育訓

練内容の改善を行い、新宿駅周辺防災対策協議会が実施した災害対応従事者および一

般市民を対象とする一連のセミナー・講習会（表 1）および新宿駅西口エリアで実施

された防災訓練（表 2、図 1）に適用した 1)。平成 24 年度に実施した防災訓練参加者

へのアンケート調査に基づく主な改善意見と、それらを踏まえた平成 25 年度のセミナ

ー・講習会および訓練における主な改善点を表 3 に示す。 

 

表 1 2013 年度のセミナー・講習会等の実施概要  
日付 項目 題目 目的 出席

2013 
5/22 

総会講演 
中心市街地における効
果的な災害対応とその
ための組織づくり 

個々の組織の事業継続能力（レジリエンス）の保
持と地域全体で協力した災害に負けない社会づ
くり 

115

6/26 
第１回 
セミナー 

災害対応を効果的に実
践するための戦術･ト
レーニング 

ICS を活用した組織づくりの有効性と自衛消防組
織への適用について学ぶ 

53 

7/24 
第２回 
セミナー 

消防法の改正と自衛消
防隊の組織づくり 

改正消防法の内容および自衛消防隊の組織づく
りに関する具体例を学ぶ 

62 

9/4 
第３回 
セミナー 

地震後の建物被害確認
と即時使用性判定 

地震後の建物被害確認と即時使用性判定を行い、
効果的な建物被害対応の仕組みについて考える 

52 

9/19 講習会 災害医療講習会 
・講演：災害医療について学ぶ 
・トリアージ研修会：一次トリアージ（START 式）
ができる、二次トリアージを体験する 

59 

10/9 講習会 応急救護講習会 
事業所での地震災害時の応急救護を座学と実践
で学ぶ 

38 

11/6 
～10 

イベント 新宿防災ウィーク 2013
様々な防災イベントを通じて地域事業者および
一般市民の防災意識を高める 

 

2014 
1/16 

第４回 
セミナー 

平成 25 年度協議会訓練
を振り返る 

平成 25 年度の訓練実施内容を振り返り、その成
果と課題を検証する 

55 

2/26 
第５回 
セミナー 

次年度の協議会活動に
向けて 

平成 25 年度の協議会活動を振り返り、次年度の
活動に向けて話し合う 

75 

 

表 2 防災訓練実施概要  
訓練名称 新宿駅西口地域地震防災訓練 

日時 2013 年 11 月 7 日（木） 

13:00～17:30 

主会場 工学院大学新宿キャンパス 

参加者数 91 名（事業所 80 名、医師会 11 名）

訓練項目 傷病者対応訓練 

建物被害対応訓練 

防災センター訓練 

西口現地本部訓練 

主催 新宿駅周辺防災対策協議会 

主な参加

協力団体 

新宿駅周辺防災対策協議会参加団

体及び関係事業所、新宿区医師会、

東京医科大学病院、東京女子医科大

学病院、慶應義塾大学病院、国立国

際医療研究センター病院、日本赤十

字社東京都支部、新宿消防署、新宿

警察署、工学院大学、東京建築士会、

新宿副都心エリア環境改善委員会、

鱒沢工学研究所 

図 1 地震防災訓練の概念図  
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表 3 平成 24 年度のアンケート調査による改善意見と平成 25 年度の改善点  
平成 24 年度の 

訓練項目 
平成 24 年度の主な改善意見 

（防災訓練参加者へのアンケート調査）
平成 25 年度の主な改善点 

傷病者対応訓練 

・啓発活動や事前講習等の充実 
・業務引継まで含めた具体的な訓練 
・応急救護班の編成 
・会場・備品の不備 
・傷病者役待機時間の工夫 

・応急救護講習内容の拡充 
・訓練の流れの見直し 
・組織編成の見直し 
・運営面の改善 

建物被害対応訓練 

・待機時間の工夫 
・チェックリスト・判定スキームの改善
・説明不足 
・書類の簡素化 
・被害状況の見せ方 

・訓練の流れの見直し 
・チェックリスト・判定スキーム

の改良 
・判定スキームの見直し 
・運営面の改善 

医療救護訓練 

・組織編成、情報収集・発信方法 
・非医療従事者のトリアージタグの知識
・啓発活動の充実 
・軽症者の活用 
・医師とボランティアの連携 

・組織編成の見直し 
・応急救護講習内容の拡充 
・災害医療講習会への見学 
・運営面の改善 

防災センター訓練 

・情報収集手段・チェックリストの改善
・情報共有・報告 
・会場・備品の不備 
・机上訓練の充実 

・チェックリストの改良 
・訓練の流れの見直し 
・運営面の改善 

西口現地本部訓練 
・情報伝達方法 
・より多くの情報に対する運用 
・地域事業者への周知 

・災害拠点病院への情報伝達 
・運営面の改善 

 

2) エリア防災計画の試作 

平成 25 年度は、新宿駅西口地域（図 2）を対象に、地震時に想定される被害、それ

を踏まえた計画目標、さらに目標達成ための課題を整理したうえで 2)、エリア防災計

画を試作した。本計画は、新宿駅周辺地域の活性化や地域内の企業の事業継続力の向

上を図ることにより、地域の付加価値を高め、国際競争力の高いまちを実現すること

を最終的な目標としている。具体的には、ハード・ソフト両面からの防災対策の充実

を図り、滞在者等の安全性の確保及び立地企業等の事業継続性を向上させることによ

り、安全で安心して住み・働き・学び・集うことができる、災害に強いまちをつくる。

さらに、地域の連携により都市機能や経済活動の維持及び早期復旧を可能とする。ま

た、本計画に基づき推進されるハード・ソフト事業は、必ずしも災害対応時のみでは

なく、平常時の機能についても視野に入れる。こうした理念のもと、事業継続可能な

環境の確保を基礎として、情報収集伝達・退避誘導支援・医療救護活動（医療連携）

の実現、さらに平常時からそれらを運用していくためのエリアマネジメント、防災リ

テラシー向上のための講習会・セミナー・地域連携訓練の実施等について、ハード対

策（ハードウェア）・ソフト対策（ソフトウェア）・ひとづくり（ヒューマンウェア）

の 3 つの観点から、エリア防災計画の基本方針を示した（図 3、表 4）。 
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図 2 計画対象地域（新宿駅西口地域） 図 3 新宿駅西口地域のエリア防災計画の考え方  

 

表 4 新宿駅西口地域のエリア防災計画の基本方針  
事業継続可能な環境の確保 
■建物の安全を判断する仕組みの構築 
【ハード対策】①建物モニタリングシステムの導入、②情報連絡網の構築 
【ソフト対策】①情報連絡体制の構築、②建物安全確認マニュアルの作成、③専門家による建物安全確認の支援、

④建物安全確認に関する従事者の確保 
【ひとづくり】①建物モニタリングシステムの活用方法の周知 
■安全に待機・活動できる仕組みの構築 
【ハード対策】①事業所での備蓄の確保、②非常用電源等の確保、③備蓄倉庫等の整備、④耐震改修、⑤什器等

の固定 
【ソフト対策】①事業所内待機ルールの整備と周知・啓発、②情報連絡手段の多重化、③備蓄の融通、④飲食店

や小売店との協力体制の構築 

情報収集伝達等 
■現地本部を中心として情報収集・連絡体制を構築 
【ハード対策】①情報通信網の整備 
【ソフト対策】①情報連絡体制の構築、②現地本部の運営の仕組みの確立、③備蓄体制や運用ルールの整備 
【ひとづくり】①現地本部の運営の在り方の周知、②専門家やリーダーの育成 
■情報伝達手段を整備し、現地本部を中心に方法及び体制の構築 
【ハード対策】①情報提供のための環境整備 
【ソフト対策】①情報連絡体制の構築、②情報提供方法の検討、③現地本部の運営システムの確立、④帰宅困難

者の誘導対策 
【ひとづくり】①現地本部の運営の在り方の周知、②専門家やリーダーの育成 

退避誘導支援等 
■ビルから安全に退避できる仕組みの構築 
【ハード対策】①情報通信網の整備、②退避ルートと退避場所の確保、③災害時に活用する空き駐車ｽﾍﾟｰｽの確保、

④退避誘導支援に向けた環境整備 
【ソフト対策】①ﾋﾞﾙからの退避に関する退避誘導ﾙｰﾙの整備と周知・啓発、②ﾋﾞﾙからの退避支援体制の構築等、

③地域連携による退避の支援態勢の構築、④滞留車両の誘導方法の構築 
【ひとづくり】①退避行動、退避支援の在り方の周知・啓発 
■滞留者等への対応 
【ハード対策】①情報提供のための環境整備、②滞留者等の備蓄の確保、③非常用電源等の確保、④備蓄倉庫等

の整備、⑤帰宅困難者等の受入スペースの整備、⑥耐震改修、⑦什器等の固定 
【ソフト対策】①滞留者誘導ルールの整備と周知・啓発、②備蓄の融通 
【ひとづくり】①専門家やリーダーの育成 

医療救護活動等 
■負傷者に対応できる仕組みの構築 
【ハード対策】①情報通信網の整備、②医療備蓄の確保、③医療スペース等の整備 
【ソフト対策】①医療従事者の確保、②医療等スペースの事前指定等、③医療備蓄の運用体制の構築 
【ひとづくり】①専門家をサポートする人材の育成 
■災害拠点病院等で重症者に対応できる仕組みの構築 
【ハード対策】①情報通信網の整備、②医療救護所の拡充 
【ソフト対策】①地域全体での医療機能の最適配置の実現 

平常時の対応 
【ソフト対策】①地域防災活動の地域への浸透、②現地本部の法人化の検討、③セミナー等の仕組みの構築、 

④継続的な地域連携訓練の実施 

 

3) 災害対応従事者を対象とした防災リテラシー向上手法の基礎的検討および検証実験 
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a) 災害対応従事者向けセミナー・講習会の企画・開催 

平成 25 年度は、高層建物を対象とした地震災害時の効果的な建物被害対応を行う

ため、地震後の建物被害確認と即時使用性判定をテーマとするセミナー（第 3 回）を

企画し、複数のテナントが入居する高層オフィスビルを例に、消防・防災計画におけ

る各テナントの自衛消防組織による建物被害確認とビル内での情報集約、さらに建物

管理者による被害確認と即時使用性の判定を図上演習により実践した。また、事業所

での地震災害時の応急救護や医療従事者との連携に必要な知識と技能の習得および実

践的なトレーニングのため、応急救護講習会を企画し、新宿消防署と日本赤十字社東

京都支部の協力により、大規模災害時における応急救護の原則、傷病者への接し方、

応急手当、観察記録、搬送方法およびトリアージタグの使用方法などを座学、実技お

よび演習により実施した。 

b) 防災訓練等における検証実験 

上記セミナー・講習会の内容を踏まえ、新宿駅周辺防災対策協議会が実施する防災

訓練等において検証実験を行い、訓練参加者を対象とする調査結果の分析等により効

果を検証し、課題を抽出した。高層建物を対象とした地震災害時の効果的な建物被害

対応の実践を目的として実施された建物被害対応訓練では、発災直後を想定した訓練

の前半において自衛消防組織の編成、建物被害の確認、フロアおよび防災センターで

の情報集約、さらに西口現地本部への情報伝達を行い、発災数時間後を想定した訓練

の後半において防災センターによる建物被害の確認および建物の即時使用性判定を行

った（図 4）。前半の訓練では、3.2.2.3 の研究「建物被害調査に関する教育・訓練シ

ステムの開発（代表：田中聡 富士常葉大学教授）」で検討された建物被害調査システ

ムを用い、建物被害の確認とフロアおよび防災センターでの情報集約が行われた。訓

練は、地域の事業者より 12 人が参加し、防災センター訓練や西口現地本部訓練と連携

して行われた。訓練参加者を対象とするアンケート調査結果より、参加者本人の災害

対応能力の向上につながるほか、事業所や地域の災害対応能力を高めるためにも役立

つとする評価が得られた。一方、訓練設定におけるテナント数等の課題が挙げられた。

また地域として、訓練の積み重ねと充実、企業間やビル間の連携等が課題として抽出

された。事業所での地震災害時の応急救護および医療従事者と連携した地域での傷病

者対応の実践を目的として実施された傷病者対応訓練では、発災直後を想定した訓練

の前半において医療従事者がいない状況での自衛消防隊による建物内で発生した傷病

者への対応、発災数時間後を想定した訓練の後半において地域の医療従事者と非医療

従事者が連携して仮想の緊急医療救護所を運営し、近隣の災害拠点病院や西口現地本

部と連携して傷病者への対応を行った（図 5）。訓練は、地域の事業者より 50 名、新

宿区医師会より医療従事者 11 名が参加し、防災センター訓練や西口現地本部訓練と

連携して行われた。訓練参加者を対象とするアンケート調査結果より、参加者本人の

災害対応能力の向上につながるほか、事業所や地域の災害対応能力を高めるためにも

役立つとする評価が得られた。一方、訓練設定や事前準備の課題が挙げられた。また

地域として、訓練の積み重ねと充実、企業間の連携、地域のリーダー育成等が課題と

して抽出された。 
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図 4 建物被害対応訓練の状況  図 5 傷病者対応訓練の状況  

 

4) 一般市民を対象とした防災リテラシー向上手法の基礎的検討および検証実験 

a) 一般市民向けセミナー・講習会の企画・開催 

平成 25 年度は、災害対応を効果的に実践するため、インシデントコマンドシステム

を活用した組織作りについてのセミナー（第 1 回）を企画実施することで、災害対応

における指揮命令やチームビルディング、他機関連携、情報網の構築に関する世界標

準となる基礎的な考え方を対象地域の事業者等に広く周知した。また、消防法の改正

にともなう統括防火・防災管理者制度に関する周知や他地域における地域連携の防災

活動に関するセミナー（第 2 回）を企画実施することで、今後地域連携による防災活

動の重要性及び有効性について広く周知した。さらに、多数の住民が短時間で最低限

の安全確保行動を習得するために効果的な Shake Out について、2014 年 3 月 11 日に

千代田区が中心となって実施された Shake Out への参加を地域内の企業等によびかけ

ることで防災リテラシーの向上を図った。 

b) 防災訓練等における検証実験 

新宿駅周辺防災対策協議会が実施する防災訓練等において検証実験を行い、訓練参

加者を対象とする調査結果の分析等により効果を検証して、課題を抽出した。具体的

には、地域が連携して新宿駅周辺地域の混乱を防止を図ることを目的に、西口現地本

部の役割と、運営マニュアルの確認・検証及び、新宿モデルの検証を訓練形式の実証

実験を通じて行った（図 6、図 7）。訓練には地域の事業者および行政職員等が 28 人参

加した。実証実験の結果、現地本部に必要な通信機材、現地本部での具体的活動、現

地本部における情報整理方法、現地本部のロケーション等に関する課題が抽出された。 

 

    

応急
救護所

西口現地
対策本部

ビルA

ビルC

ビルB

Bn社

・・・

Bi社

・・・

B3社

B2社

B1社

新宿区
対策本部

災害拠点
病院

傷病者の流れ

情報の流れ

【凡例】

【凡例】

西口地域内の新宿
区と渋谷区の区界  

図 6 西口現地本部訓練の状況  図 7 地域連携による対応イメージ  
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(c) 結論ならびに今後の課題 

1) エリア防災計画の試作 

平成 25 年度は、新宿駅西口地域をモデルケースとして、平常時の防災・減災活動に

加えて、災害時における連絡網の整備や対応体制などを考慮したエリア防災計画を試

作した。次年度は、新宿駅東口地域を含めた、新宿駅周辺地域全体のエリア防災計画

を策定し、新宿駅西口の高層ビル街を中心に事業の具体化を進める。今後は、エリア

防災計画を日常のまちづくりに位置づけ、当地域のエリアマネジメントとして継続す

る仕組みをどのように構築するが課題である。 

2) 災害対応従事者を対象とした防災リテラシー向上手法の基礎的検討および検証実験 

平成 25 年度は、新宿駅西口地域の事業者等における災害対応従事者を対象に、災

害対応能力を向上させるためのセミナーおよび講習会を企画し開催するとともに、防

災訓練による総合的な災害対応の実践により効果を検証し、課題を抽出した。次年度

は、課題を踏まえた教育・訓練プログラムの改善を行う必要がある。 

3) 一般市民を対象とした防災リテラシー向上手法の基礎的検討および検証実験 

平成 25 年度は、新宿駅西口地域の事業者の従業員など一般市民を対象に、災害対応

に必要な基礎的知識や災害時における連携の重要性についてセミナーを通じて周知す

るとともに、訓練等を通じて災害時の地域連携による災害対応時の課題を抽出した。

次年度は、防災リテラシーのさらなる向上のため、地域の事業者等を含めた住民が災

害時に必要な知識を体系的に修得するためのカリキュラムの検討を行うとともに、災

害時に地域の住民が単独及び連携して行なうべき対応について、国際規格等に照らし

合わせて検証を行ない必要な事項を抽出する。 
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(f) 特許出願，ソフトウエア開発，仕様・標準等の策定 

1)特許出願 

なし 

 

2)ソフトウエア開発 

なし 

 

3) 仕様・標準等の策定 

 なし 

 

(3) 平成２６年度業務計画案 

平成 25 年度までに、新宿駅周辺地域を対象とした都市再生安全確保計画（エリア防

災計画）に関する調査と、情報収集・伝達、避難・退避誘導支援、医療連携、建物安

全確認に関する災害対応能力向上のための教育・訓練モデルの試作を行った。同時に、

災害対応従事者および一般市民を対象とした防災リテラシー向上手法の基礎的検討お

よび検証実験を実施した。その結果、今後の課題として、個々の建物の消防・防災計

画、および各事業所の BCP との整合性の検討および建物・地域内の標準的な危機管理

体制モデルの検討が挙げられた。 

平成 26 年度は、上記課題に対応した災害対応能力向上のための教育・訓練モデルの

構築を目的とし、下記の 3 項目を実施する。 

①新宿駅周辺地域において事業者連携により進められるエリア防災計画の策定におい

て本研究の成果を活用する。 

②各事業者の BCP などと整合する標準的な危機管理体制モデルの検討を行う。 

③新宿駅周辺地域における災害対応従事者と一般市民を対象とした一連のセミナー・

講習会、防災訓練によりモデルの検証を行う。 

なお、建物安全確認のモデル（上記①に対応）では、「3.2.2.3 建物被害調査に関す

る教育・訓練システムの開発（代表：田中 聡・富士常葉大学・教授）」、一方、標準的

な危機管理体制モデルの導入（上記②に対応）では、「3.2.1.2 標準的な危機対応体制

（代表：牧 紀男・京都大学・教授）」と連携し、成果の共有と課題の抽出を行う。 
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